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偽造回数券の状況について

○回数券については、現在偽造問題が深刻な状況。特に昨年秋からは

東京線の回数券においても精巧な新たなタイプの偽造回数券が急増し、

社会問題化

○首都高としても、回数券のデザイン変更や料金所での真偽の確認、偽造

券使用者の警察への通報、警察との連携による流通ルートの捜査などに

より当面の偽造対策を講じているが、早急に抜本的対策を講じることが急

務

○回数券については、ＥＴＣの普及に伴い、料金所における処理時間の短

縮、料金所の渋滞緩和というこれまでの使命は概ね終了。加えて、最近で

は回数券売買を装ったヤミ金融問題も発生

※平成１４年度において減少しているのは、偽造防止対策を施した新デザイン

券に切り換えたため

偽造回数券被害相当額
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